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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】牛脂の新たな利用方法を提供する。

【解決手段】融点35℃以下の特定の牛脂の塊に対して所定量の食塩及びハーブ、スパイス

等の香辛料と共に所定期間熟成することで、原料として用いた牛脂の風味を反映した独特

の風味を有するラルド（豚の背脂を塩漬けにした保存食品）様の食品。

【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

融 点 35℃ 以 下 の 牛 脂 を 香 辛 料 お よ び 食 塩 と 共 に 熟 成 す る こ と を 含 む 、 牛 脂 ラ ル ド の 製 造 方

法 。

【 請 求 項 ２ 】

牛 脂 は モ ノ 不 飽 和 脂 肪 酸 の 含 有 量 が 、 60～ 70%の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法

。

【 請 求 項 ３ 】

牛 脂 部 に 付 随 す る 精 肉 部 も 併 せ て 香 辛 料 お よ び 食 塩 と 共 に 熟 成 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記

載 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

融 点 30℃ 以 下 の 牛 脂 を 用 い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

牛 脂 は 、 黒 毛 和 種 × ホ ル ス タ イ ン 種 の 交 雑 牛 （ F1)を 、 (1)一 度 経 産 し た F1メ ス 牛 の み を 出

産 後 に 搾 乳 す る こ と な く 直 ち に 肥 育 を か け 、 (2)33か 月 以 上 の 飼 養 期 間 を 取 り 、 (3)給 餌 す

る 配 合 飼 料 は 原 料 に ハ ー ブ ま た は ハ ー ブ 製 剤 を 配 合 し た も の で あ る 、 牛 か ら 得 ら れ た も の

で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 牛 脂 ラ ル ド の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 「 ラ ル ド （ LARD O） 」 と は 豚 の 背 脂 を 塩 漬 け に し た 保 存 食 品 で 、 サ ラ ミ や パ ン チ ェ ッ タ

（ 三 枚 肉 の 塩 漬 け ） な ど と 同 じ 豚 肉 加 工 品 の 一 つ で あ り 、 古 く か ら イ タ リ ア 全 土 で 食 べ ら

れ て い る 伝 統 的 食 品 で あ る 。 真 っ 白 な 脂 を そ の ま ま 薄 く ス ラ イ ス し て パ ン に の せ て 食 べ る

の が 最 も ノ ー マ ル な 食 べ 方 で あ る 。 最 近 で は 料 理 素 材 と し て も 使 わ れ て お り 、 薄 い ス ラ イ

ス を 熱 い 料 理 に 一 枚 の せ て コ ク と 香 り を 立 た せ た り 、 相 性 の 良 い 素 材 と 一 緒 に 包 ん で 塩 気

と 旨 み の 調 和 を 狙 う な ど 、 脂 の 旨 み と 熟 成 に よ る 香 り が ほ ん の 一 切 れ で 料 理 を 飛 躍 さ せ る

。 イ タ リ ア の ト ス カ ー ナ 州 コ ロ ン ナ ー タ 村 で は 、 大 理 石 製 の 容 器 に 粗 塩 と 香 辛 料 等 と 一 緒

に 漬 け 込 み 1年 か け て じ っ く り と 熟 成 さ せ る 伝 統 的 製 法 を 用 い 、 そ の 製 品 は 良 質 の 脂 が 口

に 入 れ た ら 自 然 に 溶 け 、 塩 を 含 ん だ 旨 み と 香 り が ス ー ッ と 広 が っ て ベ タ つ き は 残 ら な い 。

こ の よ う に 、 イ タ リ ア を 含 む ヨ ー ロ ッ パ 全 土 で は 、 古 く か ら 豚 の 脂 は バ タ ー や オ リ ー ブ 油

よ り も 一 般 的 で あ っ た 。 （ 非 特 許 文 献 １ ）

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 方 、 牛 脂 に 関 し て は そ の よ う な 利 用 法 は 少 な い 。 一 般 的 に 牛 脂 の 融 点 は 35℃ 超 ～ 55℃

と 高 い た め 、 そ の ま ま 食 べ る よ う な 食 文 化 は 発 展 せ ず 、 主 に 焼 成 工 程 が 必 要 な 料 理 や 菓 子

類 に 用 い ら れ て き た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 料 理 王 国 　 ９ 月 号 　 38～ 41頁 （ ２ ０ ０ ０ 年 ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 、 牛 脂 の 利 用 法 は 限 ら れ て お り 、 日 本 国 内 で も 食 肉 加 工 場 の ほ と ん ど で は 、 牛 脂

が 廃 棄 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 従 来 ほ と ん ど が 廃 棄 さ れ て い た 牛 脂 の 新 た な 利 用 方 法 を 提 供 す る こ と

を 目 的 と す る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 牛 脂 の 新 た な 利 用 方 法 を 提 供 す べ く 検 討 し 、 特 定 の 牛 脂 の 塊 に 対 し て 所

定 量 の 食 塩 及 び ハ ー ブ 、 ス パ イ ス 等 の 香 辛 料 と 共 に 所 定 期 間 熟 成 す る こ と で 、 原 料 と し て

用 い た 牛 脂 の 風 味 を 反 映 し た 独 特 の 風 味 を 有 す る ラ ル ド 様 の 食 品 （ 以 下 、 牛 脂 ラ ル ド と 呼

ぶ ） が 得 ら れ る こ と を 見 出 し て 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 牛 脂 の 風 味 を 保 っ て お り 、 フ ラ ン ス パ ン な ど の リ ー ン な 生 地 の パ ン に

そ の ま ま の せ て 食 べ て も 脂 、 塩 気 及 び ハ ー ブ 、 ス パ イ ス 等 の 風 味 が 混 然 と な っ て 美 味 し い

ほ か に 、 シ チ ュ ー や カ レ ー な ど の 煮 込 み 料 理 等 に 加 え て も 味 わ い を 増 す こ と が で き る 牛 脂

ラ ル ド を 提 供 で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 牛 脂 ラ ル ド は 、 野 菜 を グ リ ル す る 時 に 調 味 脂 と し

て 用 い て も 、 濃 厚 な コ ク と 風 味 を 与 え る こ と が 出 来 、 ワ ン ラ ン ク 上 の 味 わ い を 演 出 で き る

。

　 本 発 明 で は 、 特 徴 的 な 口 溶 け を 持 つ 牛 脂 を 用 い る こ と で 、 上 記 特 徴 を 有 す る 牛 脂 ラ ル ド

の 製 造 が 可 能 に な っ た 。 も と も と 牛 脂 は 「 ヘ ッ ト 」 と し て 、 す き 焼 き な ど で 旨 み を 補 う も

の と し て 国 内 で も 用 い ら れ て い る 。 本 発 明 で は そ の よ う な 牛 脂 の 中 か ら 特 定 の 牛 脂 を 用 い

る こ と で 、 上 記 特 徴 を 有 す る 牛 脂 ラ ル ド を 提 供 す る 。 多 く の 牛 脂 が 廃 棄 さ れ て い る 現 状 で

、 牛 脂 の 未 利 用 資 源 の 有 効 活 用 に よ る 高 付 加 価 値 化 を 可 能 と す る も の で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 実 施 例 で 使 用 し た 原 料 の 牛 脂 の 写 真 を 示 す 。

【 図 ２ 】 実 施 例 に お い て 岩 塩 ハ ー ブ の 混 合 物 を 塗 布 し た 真 空 パ ッ ク 後 の 熟 成 前 の 牛 脂 の 写

真 を 示 す 。

【 図 ３ 】 実 施 例 に お い て 熟 成 し て 得 ら れ た 製 品 の 写 真 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 特 定 の 牛 脂 を 香 辛 料 及 び 食 塩 と 共 に 熟 成 す る こ と を 特 徴 と す る 牛 脂 ラ ル ド の

製 造 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

＜ 原 料 牛 脂 ＞

　 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て は 、 所 望 の 風 味 を 有 す る 牛 脂 ラ ル ド を 得 る た め に 、 特 定 の 牛

脂 を 原 料 と し て 用 い る 。 原 料 と し て 用 い た 牛 脂 の 種 類 に よ っ て は 、 所 望 の 風 味 を 有 す る ラ

ル ド 様 の 食 品 を 得 ら れ な い 場 合 も あ る 。

　 特 定 の 牛 脂 と は 、 融 点 が 35℃ 以 下 で あ る 牛 脂 で あ る 。 融 点 が 35℃ 以 下 で あ る こ と で 、 口

の 中 で 脂 が 溶 け や す く な る 。 牛 脂 の 融 点 は 、 例 え ば 、 10～ 35℃ の 範 囲 で あ る こ と が で き 、

好 ま し く は 10～ 30℃ の 範 囲 で あ る 。 さ ら に 原 料 と な る 牛 脂 を 構 成 す る 脂 肪 酸 の う ち 、 不 飽

和 脂 肪 酸 の 含 有 量 が 比 較 的 高 い も の で 牛 脂 の 融 点 が 低 く な る 傾 向 が あ り 、 構 成 脂 肪 酸 中 の

モ ノ 不 飽 和 脂 肪 酸 の 割 合 （ M UFA %） は 、 例 え ば 、 60～ 70%の 範 囲 で あ る こ と が で き 、 好 ま し

く は 62～ 68%で あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 で 原 料 と し て 用 い ら れ る 牛 脂 は 、 以 下 に 示 す 所 定 の

方 法 で 飼 育 し た 牛 か ら 取 得 す る こ と が で き る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 尚 、 M UFA %は 以 下 の 式 で 示 さ れ る 。

M UFA %=(C14:1+C16:1+C18:1)/(C14:0+C14:1+C16:0+C16:1+C18:0+C18:1+C18:2)

C14:0　 ミ リ ス チ ン 酸

C14:1　 ミ リ ス ト レ イ ン 酸

C16:0　 パ ル ミ チ ン 酸

C16:1　 パ ル ミ ト レ イ ン 酸

C18:0　 ス テ ア リ ン 酸

C18:1　 オ レ イ ン 酸
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C18:2　 リ ノ ー ル 酸

【 ０ ０ １ ３ 】

原 料 と な る 牛 脂 の 製 造 方 法

　 以 下 に 飼 育 に つ い て 記 載 す る 。

　 本 発 明 に お い て 原 料 と し て 使 用 で き る 牛 脂 を 取 得 で き る 牛 は 、 黒 毛 和 種 × ホ ル ス タ イ ン

種 の 交 雑 牛 （ F1)を 独 自 の 肥 育 法 で 育 て 上 げ た 牛 で あ る 。 以 下 、 「 牛 脂 ラ ル ド 提 供 用 牛 ）

と 記 載 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 黒 毛 和 種 × ホ ル ス タ イ ン 種 の 交 雑 牛 （ F1)は 肉 質 が 、 飼 育 方 法 ・ 飼 育 環 境 ・ 飼 料 に よ り

、 和 牛 と 同 等 の 肉 質 に な る 。 ま た 、 和 牛 に 比 べ 、 病 気 に 対 す る 抵 抗 力 が 強 い の も 特 徴 で あ

る 。 独 自 の 肥 育 法 と は 、 (1)一 度 経 産 し た F1メ ス 牛 の み を 出 産 後 に 搾 乳 す る こ と な く 直 ち

に 肥 育 を か け る こ と 、 (2)33か 月 以 上 の 長 い 飼 養 期 間 を 取 る (但 し 、 原 料 と な る 牛 脂 を 供 給

で き る 牛 の 飼 養 期 間 に 上 限 は な い が 、 実 際 に は 、 例 え ば 、 40か 月 程 度 が 上 限 で あ る 。 飼 養

期 間 が 40か 月 を 超 え た 牛 か ら 原 料 と な る 牛 脂 を 提 供 で き な い こ と を 意 味 す る も の で は な い

。 )こ と 、 (3)給 餌 す る 配 合 飼 料 は 原 料 （ 例 え ば 、 大 豆 ・ ビ ー ル か す ・ ト ウ モ ロ コ シ ） の 他

に ハ ー ブ ま た は ハ ー ブ 製 剤 を 配 合 し た も の で あ る 。 ハ ー ブ 製 剤 と は 、 ハ ー ブ エ キ ス を 含 ま

せ た 飼 料 で あ り 、 例 え ば 、 ハ ー ブ エ キ ス を 含 ま せ た 小 麦 ふ す ま を 挙 げ る こ と が で き る 。 飼

料 に 対 す る ハ ー ブ ま た は バ ー ブ 製 剤 の 添 加 量 は 、 コ ス ト 的 お よ び 嗜 好 性 の 点 か ら 、 例 え ば

、 0.1～ 5%の 範 囲 で あ る こ と が で き 、 0.1～ 1%の 範 囲 で あ る こ と が 適 当 好 ま し い 。 添 加 す る

ハ ー ブ ま た は ハ ー ブ 製 剤 は 、 下 記 17種 類 (ア ニ ス 、 カ ッ シ ア 、 シ ナ モ ン 、 セ ロ リ 、 ク ロ ー

ブ 、 ジ ン ジ ャ ー 、 ナ ツ メ グ 、 ミ ン ト 、 タ イ ム 、 オ レ ガ ノ 、 ブ ラ ッ ク ペ ッ パ ー 、 ラ ベ ン ダ ー

、 ガ ー リ ッ ク 、 ロ ー リ エ 、 ト ウ ガ ラ シ 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 ユ ー カ リ ） の 少 な く と も 1種 を 含

む も の で あ る 。 上 記 (1)～ (3)を 満 た す こ と で 、 精 肉 は き め の 細 か い 上 品 な 舌 触 り の 肉 質 と

な り 、 牛 脂 は オ レ イ ン 酸 等 の 不 飽 和 脂 肪 酸 の 割 合 が 高 く 脂 肪 の 融 点 も 低 い た め 、 と ろ け る

よ う な 牛 肉 と な る 。 精 肉 は 「 十 勝 ハ ー ブ 牛 」 と し て 販 売 さ れ て い る 。 そ の 脂 肪 の 融 点 は 35

℃ 以 下 、 好 ま し く は 30℃ 以 下 と 、 一 般 的 な 牛 脂 と 比 べ て も 低 い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

(1) 一 般 的 に 流 通 す る メ ス の 牛 肉 の ほ と ん ど は 未 経 産 牛 で あ る が 、 「 経 産 」 メ ス 牛 で あ る

こ と が 、 肥 育 月 齢 が 長 く な る と い う 観 点 か ら 好 ま し い 。 さ ら に 、 メ ス 牛 は 、 き め の 細 か い

上 品 な 舌 触 り の 肉 質 が 得 ら れ る 。 一 般 的 に 、 メ ス 牛 の 方 が オ ス 牛 よ り も 脂 肪 の 融 点 が 低 く

な る 傾 向 に あ る 。

(2) メ ス 牛 の み を 長 期 間 （ 33か 月 以 上 ） 飼 う 事 に よ り 、 牛 の 体 内 に 存 在 す る 脂 肪 酸 不 飽 和

化 酵 素 が 働 く 期 間 が 長 く な る こ と で 不 飽 和 脂 肪 酸 の 総 量 が 増 加 し 、 更 に 脂 肪 の 融 点 が 低 く

な り 、 と ろ け る よ う な お い し い 牛 肉 (牛 脂 )に な る 。 通 常 は 、 飼 育 コ ス ト 削 減 の 為 に 28ヶ 月

以 下 の 短 期 飼 育 で 生 産 さ れ る 。

(3) 良 質 な ハ ー ブ 入 り 飼 料 の 力 に よ っ て 、 牛 た ち は 食 欲 を 増 し 、 主 食 の 牧 草 ・ 稲 藁 を た く

さ ん 食 べ 健 康 に 育 つ 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 牛 脂 ラ ル ド 用 の 部 位 は 、 牛 バ ラ 部 の 「 皮 下 脂 肪 」 が 最 も 適 し て い る 。 バ ラ 部 は 牛 の 脇 腹

の 部 位 で あ る 。 サ ン プ ル と し て 測 定 し た バ ラ 部 皮 下 脂 肪 の 融 点 （ 日 本 食 品 分 析 セ ン タ ー に

よ る 融 点 の 測 定 で 、 基 準 油 脂 分 析 試 験 法 に よ る （ 抽 出 油 の ） 上 昇 融 点 （ 日 本 油 化 学 会 編 ）

） は 28.8℃ で あ っ た 。 尚 、 皮 下 脂 肪 で は な く 、 も っ と 内 臓 に 近 い 部 分 の 「 ロ ー ス 芯 の 筋 間

脂 肪 」 の 融 点 （ 同 様 の 分 析 法 に よ る ） は 35.6℃ で あ り 、 こ の 脂 肪 は 、 融 点 が 35℃ を 超 え る

も の で あ り 、 牛 脂 ラ ル ド 用 と し て は 不 適 で あ っ た 。 但 し 、 牛 バ ラ 部 の 「 皮 下 脂 肪 」 以 外 の

部 位 の 脂 肪 で あ っ て も 、 融 点 が 35℃ 以 下 な ら 牛 脂 ラ ル ド 用 と す る こ と は 可 能 で あ る が 、 形

の 良 い 塊 が 採 取 出 来 、 も っ と も 口 溶 け が 良 い の は バ ラ 部 の 「 皮 下 脂 肪 」 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 牛 脂 に つ い て 説 明 す る 。

　 牛 脂 を 構 成 す る 脂 肪 酸 と し て 、 大 き く 飽 和 脂 肪 酸 と 不 飽 和 脂 肪 酸 が あ り 、 不 飽 和 脂 肪 酸

の 割 合 が 多 い 程 、 そ の 脂 の 融 点 が 低 い と い え る 。 「 M UFA %」 （ モ ノ 不 飽 和 脂 肪 酸 の 割 合 ）
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は 大 き な 値 ほ ど 融 点 が 低 い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 牛 脂 ラ ル ド 提 供 用 牛 の 牛 脂 ラ ル ド に 向 く 部 位 （ 皮 下 脂 肪 ） の 脂 肪 酸 を 分 析 し た 結 果 、 M U

FA %は 64～ 67%程 度 で あ り 、 同 様 の 部 位 （ 皮 下 脂 肪 ） の 融 点 を 分 析 し た 結 果 (1点 )は 、 28.8

℃ で あ っ た 。 一 方 、 一 般 的 に 牛 脂 の 融 点 は 35℃ 超 ～ 55℃ で あ る 。 牛 脂 ラ ル ド 提 供 用 牛 と 同

様 の 黒 毛 和 種 × ホ ル ス タ イ ン 種 の 交 雑 牛 （ F1)に お け る 牛 脂 の M UFA %は 56%程 度 で あ る 。 そ

の 他 の 一 般 的 な 牛 （ 多 品 種 ） の 牛 脂 の M UFA %は 52-57%程 度 （ ロ ー ス 芯 の 筋 間 脂 肪 ） で あ る

。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 牛 脂 ラ ル ド 提 供 用 牛 か ら 得 ら れ る 特 定 の 牛 脂 は 、 塊 の ま ま 、 あ る い は 適 当 な 大 き さ

に 調 整 し た 後 、 香 辛 料 お よ び 食 塩 と 共 に 熟 成 す る 。 香 辛 料 と し て は 、 ハ ー ブ 、 ス パ イ ス 等

を 挙 げ る こ と か で き る 。 ハ ー ブ と し て は オ レ ガ ノ 、 タ イ ム 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 バ ジ ル 等 を 、

ス パ イ ス と し て は ガ ー リ ッ ク 、 ブ ラ ッ ク ペ ッ パ ー 等 を 用 い る こ と が で き る 。 香 辛 料 は 、 (1

)香 り を つ け る 、 (2)臭 み を と る 、 (3)辛 味 を つ け る 、 (4)色 を つ け 彩 を 添 え る 、 な ど の 働 き

が あ り 、 食 欲 を 増 進 さ せ 、 消 化 吸 収 を 助 け る な ど の 役 割 を 果 た す 。 食 塩 は 、 岩 塩 、 海 塩 、

湖 塩 等 を 用 い る こ と が で き る 。 食 塩 は 、 塩 味 を つ け る 調 味 料 の 機 能 の ほ か 、 保 存 料 の 役 割

を 果 た す 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 牛 脂 に 対 す る 香 辛 料 及 び 食 塩 の 使 用 量 は 、 牛 脂 の 種 類 や 香 辛 料 及 び 食 塩 の 種 類 、 さ ら に

は 「 牛 脂 ラ ル ド 」 が 有 す べ き 所 望 の 風 味 等 を 考 慮 し て 適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば

、 牛 脂 1kgに 対 し て 、 香 辛 料 0.1～ 100g、 食 塩 10～ 500gの 範 囲 と す る こ と が で き る 。 香 辛 料

及 び 食 塩 は 、 牛 脂 に 対 す る な じ み を 考 慮 し て 、 適 当 な 大 き さ に 切 断 ま た は 粉 砕 し た も の で

あ る こ と が で き る 。 香 辛 料 及 び 食 塩 は 、 牛 脂 の 表 面 に 塗 布 す る 。 牛 脂 は 、 塊 の 間 で も 良 い

が 、 香 辛 料 及 び 食 塩 を な じ ま せ る た め に 、 切 れ 目 等 を 入 れ る こ と も で き る 。 香 辛 料 及 び 食

塩 を 塗 布 し た 牛 脂 は 、 所 定 期 間 熟 成 す る 。 熟 成 は 、 例 え ば 、 0～ 20℃ の 範 囲 の 温 度 に 保 存

す る こ と を 意 味 す る 。 衛 生 面 を 考 慮 し て 、 例 え ば 、 香 辛 料 及 び 食 塩 を 表 面 に 塗 布 し た 牛 脂

を 真 空 バ ッ ク し た 後 に 、 熟 成 す る こ と も で き る 。 熟 成 期 間 は 、 非 加 熱 食 肉 製 品 が 有 す べ き

所 望 の 風 味 等 を 考 慮 し て 適 宜 決 定 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 2週 間 ～ 2年 間 の 範 囲 と す る こ

と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 下 本 発 明 を 実 施 例 に よ り さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

実 施 例 １

　 粒 状 の 岩 塩 100gと 細 か く カ ッ ト さ れ た ハ ー ブ (ハ ー ブ と し て 、 オ レ ガ ノ 、 タ イ ム 、 ロ ー

ズ マ リ ー 、 バ ジ ル を 用 い た )5gを 良 く 混 ぜ 合 わ せ る 。 こ の 混 合 物 を 1kgの 牛 脂 の 全 面 に 手 で

圧 力 を か け な が ら 塗 布 す る 。 塗 布 後 、 牛 脂 を 真 空 パ ッ ク に す る 。 真 空 パ ッ ク に し た 牛 脂 を

0℃ で 2ヶ 月 間 熟 成 し た 。

　 使 用 し た 原 料 の 牛 脂 を 図 1、 岩 塩 ハ ー ブ の 混 合 物 を 塗 布 し た 真 空 パ ッ ク 後 の 熟 成 前 の 牛

脂 を 図 2、 及 び 熟 成 し て 得 ら れ た 製 品 の 写 真 を 図 3に 示 す 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

パ ネ ル 試 験

　 調 製 し た 「 牛 脂 ラ ル ド 」 は 、 市 販 の イ タ リ ア 産 の 「 豚 脂 ラ ル ド 」 と 比 較 し て 口 溶 け も

良 く 、 塩 分 も 内 部 ま で し っ か り と 浸 透 し て お り 、 牛 脂 本 来 の コ ク を 保 ち つ つ も 脂 の く ど さ

を 感 じ さ せ な い 、 味 わ い 深 い 「 牛 脂 ラ ル ド 」 に 仕 上 が っ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 は 、 食 品 分 野 に お い て 有 用 で あ り 、 特 に 牛 脂 に 関 係 す る 食 品 分 野 に 有 用 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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